
令和４年度第１回西脇市障害者地域支援協議会（書面会議）  

の結果報告について  

 

１  会議の成立  

  全ての委員（ 15名）から書面の提出がありましたので、過半数以

上の出席（書面提出者を出席者とみなす）を満たす結果となり、会

議が成立したことを報告いたします。  

 

２  協議結果  

○  次第３：会長・副会長の選出について  

   委員の投票と事務局一任により下記のとおり選出されました。  

    会  長：朝比奈  寛正  委員   

    副会長：南   久雄  委員   

 

○  次第４：報告事項  

 ⑴  第６期西脇市障害福祉計画・第２期西脇市障害児福祉計画の

進捗状況について  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【質問】  

○市内事業所がたくさんでき、計画が実施され喜ばしいが、実態がど

うなのかを確認できているのか ？私が住む地区の事業所で実態のな

い事業があったように聞くことがありました。  

⇒利用実績により状況は把握しております 。利用される方が必要時に

選択できるよう適切な情報提供に努めております。（事務局）  

【意見】  

○コロナ禍の影響で各計画が滞ったと推察します。  

 しかしながら、コロナ禍も３年経ち、オンラインや在宅ワークの活

用が普及されるようになりました。  

 次期は時流に対応できる計画を望みます。  

 

○コロナ禍ということで、未実施項目が散見されるが、今後は、 with

コロナを念頭におき、できることを考えて事業を再開、新規設立に

取り組んでほしい。  

 

○目標値に届かない項目もありますが、目標設定と取り組みにより、

確実に成果が上がっていると思います。  

「短期入所」等における取り組みについて、コロナ感染症対策も

ありえるが、利用休止時期が長引くことの不便もあるため、対応

について引き続き研究頂きたいと思います。  



 

○  次第５：協議事項  

 第３次西脇市障害者基本計画、第７期西脇市障害福祉計画・第３

期西脇市障害児福祉計画の策定について  

 

⑴  策定に向けたスケジュール（案）について      

      承認  14名  無回答  １名  

 

  ⑵  アンケート調査（案）について  

      承認  14名  無回答  １名  

  

  

【意見】  

○地域生活支援拠点等の整備について 、基幹相談支援センターの役割

が重要であると思われます。一人ひとりのニーズに沿った提案や助

言をしてもらうことによって、本人や家族の地域生活のあり方が良

い方向に進んでいくと思います。  

福祉施設から一般就労への移行については、実績としてもわかるよ

うに難しいと思いますが、就労意欲のある方が一人でも移行できれ

ばいいと思います。見学や体験等を利用して機会を増やしていけれ

ばと思っています。  

【意見】  

○調査票の項目は、前回と全く同じなのでしょうか。  

 今 回 、 新 た に 追 加 し た 項 目 や 、 削 除 し た 項 目 が あ れ ば 知 り た い で

す。  

⇒基本的には、前回の質問を 元に項目を追加しております。主なもの

としては、地域生活と地域共生社会 の項目（問 33、 34）、西脇市障

害者基幹相談支援センターについて（問 54）、西脇市乗合タクシー

「むすぶん」について（ 問 55、 56）の項目を追加しました。（事務

局）  

 

○Ｐ 29  

４の仕事についてのところで、Ａ型利用者は含むかどうかが分かり

にくいように思います。含むのであれば、問 27で「３会社などの障

害者雇用枠で働いている」に（就労継続支援Ａ型含む）とするのも

方法かと思いました。  

⇒設問に反映いたします。（事務局）  

 



 

○次第６：その他   

障害者情報アクセシビリティ・コミュニケーション施策推進法  

について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○その他の質問及び意見について  

 

 

 

 

 

 

 

【質問】（回答は第２回会議で予定しております。）  

○基本理念（３条）の③④について、西脇市では整備可能なのでし

ょうか。  

⇒現状では、まだ不十分であると考えておりますので、西脇市とし

て今後デジタル社会への取組を推進していく中で、整備について

検討してまいります。（事務局）  

【意見】  

○障害のある人たちが、地域で安心して暮らせるために施策や協議を

頂いていますが、アンケート調査の内容や相談支援センターとの連

携で第６期での課題を踏まえ、次期の計画がより良いものになるよ

う願っております。  

【意見】  

○Ｐ 37・ 51 

「 指 定 難 病 を 含 む 332の 疾 病 」 と あ り ま す が 、 最 新 の 数 値 に 修 正 し

た方がよいと思います。  

⇒最新の数値（ 366）に修正いたします。（事務局）  

Ｐ 49 

 「 18歳未満の人はいらっしゃいますか」との問いで「いる」と回答

する場合に、「大学生」という選択肢は必要でしょうか？  

⇒選択肢の「大学生」を削除いたします。（事務局）  

【意見】  

○さまざまな場面において、手話通訳や要約筆記が行われていること

は、聴覚障害のある方にとって情報を得る大切なものであると思っ

ています。少しでもできる方が増えればいいと思っています。  


